
2017年 (平成29年)10月 13日  (金曜日,

強制連行中国人悼み清掃
実を継承する会」 な どの主

|

催 で、参加者向けに広 島市 |

戦時中の 1944年 安芸太
田町坪野の安野発電所建設

に強制運行 された中国人労

働者を追 陣し、 日中友好を

誓 う集 いが 15日午後 1時半
から、発電所近 くの 「安野

中国人受難之碑」前であ

る。 12日には主催する市民
団体 メンバー 6人が、碑 を
拭 いた り、周辺を清掃 した

りした。

工事 には 360人が強制連
行 さオ仏 29人が重労働や原
爆で亡 くな った。集 いには

元労働者の家族 も招 き、碑

前でのあいさつや献花 力`あ

る。集 いに先立ち午前 11時
か らは、発電所周辺を巡 り、

‐５
日
安
士〓大
田
日
中
友
好
誓
う
集
い

当時の様子を学ぶフイール

ドフークもある。無料。

市民団体 「広島安野・ 中

国人被害者を遺障し歴史事

の JR広 島駅北口などから
無料バスを運行。希望者は

13日までに申し込む。問い

合わせは継承する会 8080
(3880)8340。   (LLE日 ブヽ――)

201フ年 (平成29年)10月 16日

強制連行の中国人悼む
広島・安芸太田市民団体が継承ヘ

戦
時
中
の
１
９
４
４
年
、
広

島
県
安
芸
太
田
町
坪
野
の
安
野

発
電
所
建
設
に
強
制
運
行
さ
れ

た
中
国
人
労
働
者
を
追
悼
し
、

日
中
友
好
を
誓

う
集
い
が
“

貝

発
を嘔所
，
ヽ
の
石
碑
一剛
で

あ

っ
た
。
２
０
０
９
年
の
賠
償

訴
訟
の
和
解
成
立
後
、
追
悼
行

事
な
ど
を
し
て
き
た
西
松
安
野

友
好
基
金
運
営
〕委
員
会
は
年
内

で
解
散
す
る
た
め
、
来
年
以
降

は
市
民
団
体
が
継
承
す
る
。

集
い
に
は
、
元
労
働
者
の
家

族
や
町
民
た
ち
約
１
１
０
人
が

出
席
し
た
。
内
田
雅
敏
運
営
委

員
長
（７２
）
が

「
公
本
台
員
会
は
）

任
務
を
終
え
て
解
散
す
る
が
、

地
道
な
運
動
が
広
く
国
内
外
で

伝
え
ら
れ
、
厳
し
い
日
中
関
係

を
変
え
る
大
き
な
力
と
な
る
こ 碑に向かい献花する出席者

と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
元

労
働
者
で
回
奮
曇
望
議
父
（９２
）

の
代
理
で
出
席
し
た
中
国

・
天

津
市
の
張
振
命
さ
ん
（６０
）
は

百

中
民
間
の
友
情
は
固
い
も

の
に
な

っ
た
」
と
代
読
し
た
。

工
事
に
は
３
６
０
人
が
連
行

さ
れ
、
う
ち
２９
人
が
亡
く
な

っ

た
。
工
事
を
請
け
負

っ
た
西
松

建
設
と
の
和
解
条
項
に
基
づ
き

元
労
働
者
や
弁
護
士
た
ち
１０
人

で
つ
く
る
委
員
会
を
設
置
。
２

億
５
千
万
円
の
和
解
金
を
使

っ
て
中
国
で
の
調
査
や
補
償

△平
〓
給
を
進
め
、
碑
を
建
て
た

１０
年
か
ら
は
集
い
を
開
い
て
き

た
が

一
連
の
和
解
事
業
が
終
了

し
た
た
め
、
委
員
会
は
解
散
す

る
。‐５

年
か
ら
集
い
を
共
催
し
て

き
た

「広
島
安
野

・
中
国
人
被

害
者
を
追
悼
し
歴
史
事
実
を
継

承
す
る
〈
ご

の
足
立
修

一
共
同

代
表
命
）
は

「追
悼
と
歴
史
の

継
承
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
　

（山
田
太

一
）
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